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は
じ
め
に

標
題
に
掲
げ
た
拙
著
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
）
刊
行
後
に
得
た
知

見
を
ま
と
め
て
お
く
。

　

◇
桜
井
書
（
四
五
九
頁
。
拙
著
頁
数
。
以
下
同
）

桜
井
書
の
版
本
は
、（
１
）
無
匡
郭
九
行
本
と
（
２
）
有
匡
郭
一
三

行
本
と
に
分
か
た
れ
る
。（
２
）
は
さ
ら
に
（
２
１
）
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
本
九
左
衛
門
刊
（
外
題
「
新
版
／
楠
桜
井
書　

全
」。
刊

記
「
天
和
二
壬
戌
年
七
月
日　

大
伝
馬
三
町
目　

山
本
九
左
衛
門
版
」。

見
返
に
桜
井
宿
正
成
父
子
図
一
面
あ
り
）
と
（
２
２
）
以
下
に
分
か
た

れ
る
。
後
者
は
外
題
を
「
楠
公
桜
井
書
」
と
し
、見
返
し
の
図
を
欠
く
。

後
者
（
２
３
）
と
（
２
４
）
と
の
間
に
、
今
回
披
見
し
た
蓮
池
鍋
島
家

文
庫
本
（
蓮991/275

）
を
新
た
に
立
項
す
る
。

布
目
地
丁
字
横
刷
毛
目
表
紙
（
こ
の
表
紙
は
（
２
４
）
と
同
じ
）。

25.8

×18.0

㎝
。
題
簽
「
楠
公
桜
井
書
」。
見
返
の
右
横
半
分
弱
を
枠

で
囲
い
、
広
告
を
載
せ
、
枠
外
左
側
に
「
京
都
三
条
通
柳
馬
場
東
角
書

林　

堺
屋
仁
兵
衛
板
元
」
と
記
す
。
刊
記
「
天
和
二
壬
戌
年
七
月
日
」

（
19
ウ
）・
奥
付
「
天
和
四
季
癸
巳
初
穐
新
鐫
／
三
条
通
柳
馬
場
東
角
／

皇
都
書
林　

尚
書
堂　

堺
屋
仁
兵
衛
」（
後
表
紙
見
返
。
右
半
分
に
広

告
あ
り
）。「
新
鐫
」
と
あ
る
が
、（
２
１
）
以
来
の
板
木
を
踏
襲
し
て

お
り
、
天
和
二
年
刊
天
保
四
年
印
本
で
あ
る
。

　

◇
楠
判
官
兵
庫
記
（
四
九
九
頁
）

富
田
林
高
校
菊
水
文
庫
第
五
四
九
号
「
楠
流
軍
術
文
武
巻
」（
紙
縒

り
綴
、
共
紙
表
紙
）
は
、
末
尾
に
「
明
暦
元
年　

未
五
月
日
」
と
あ
り
、

兵
庫
記
版
本
の
写
し
で
あ
る
。
冒
頭
は
「
文
武
乃
事
」
か
ら
始
ま
る
。

　
　
『『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
研
究
』
補
遺
稿

今　

井　

正
之
助
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◇
楠
知
命
鈔
（
五
一
九
頁
）

山
口
大
学
図
書
館
棲
息
堂
文
庫
蔵
本
（
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
）。
原
装

紺
表
紙26.5

×18.4

㎝
。
五
針
袋
綴
六
巻
六
冊
。
題
簽
「
楠
知
命
鈔

一
（
〜
六
）」。
刊
記
「
延
宝
八
年
申 庚

／
三
月
吉
日　

飯
田
氏
正
勝
／
中

村
市
右
衛
門
」。
本
書
と
同
じ
く
六
冊
の
八
戸
市
立
図
書
館
本
、
宮
内

庁
書
陵
部
本
の
う
ち
、書
陵
部
本
は
前
二
本
に
比
し
匡
郭
の
欠
損
多
く
、

後
刷
。
八
戸
本
の
外
題
は
後
補
題
簽
に
墨
書
し
た
も
の
。

　

◇
南
木
武
経
（
五
一
九
頁
）

未
調
査
と
し
て
い
た
版
本
「
富
校
菊
水
（
三
部
）」
を
披
見
し
た
。

そ
の
う
ち
二
部
は
（
乙
２
）
に
属
す
る
が
、
第
二
七
〇
号
五
巻
五
冊
は

新
た
に
知
り
え
た
版
種
。
巻
一
〜
四
の
版
面
は
（
乙
２
）
に
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、巻
一
の
総
目
録
三
丁
を
欠
く
と
こ
ろ
か
ら
新
た
に
立
項
し
、

（
乙
３
）
と
し
た
。
巻
五
は
拙
著
の
（
甲
）
巻
五
に
近
い
が
、
後
述
の

よ
う
な
相
違
が
あ
り
、（
甲
）
を
（
甲
１
）
と
し
、
菊
水
文
庫
本
の
巻

五
を
（
甲
２
）
に
類
別
し
た
。
ま
た
、（
甲
１
）
の
刊
記
は
「
天
和
元

年
十
月
吉
辰
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
拙
著
で
は
「
十
月
」
を
誤
脱
し
て

い
た
。

さ
ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
に
よ
り
、臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
本
を
拙
著
の
（
戊
３
）
と
（
戊

４
）
と
の
間
に
位
置
す
る
資
料
と
判
断
し
た
。
臼
杵
図
書
館
本
を
新
た

な
（
戊
４
）
と
し
、以
下
、（
戊
４
〜
６
）
を
順
に
（
戊
５
）（
戊
６
）（
戊

７
）
に
繰
り
下
げ
る
。（
下
記
■
印
は
新
た
に
立
項
し
た
も
の
。
傍
線

部
は
追
加
変
更
箇
所
）

（
甲
１
）天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
刊
（
刊
記
「
天
和
元
年
十
月
吉
辰
」）

■（
甲
２
）天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
刊
後
印
（
刊
記
「
天
和
元
年
十
月

吉
辰
」）

…
冨
高
菊
水
第
二
七
〇
号
◎
（
五
冊
の
内
、
巻
五
）

※
表
紙
灰
色
（
も
と
は
黒
色
表
紙
で
あ
っ
た
か
）。
後

表
紙
は
紺
色
の
後
補
。
甲
２
は
甲
１
と
同
じ
板
木
を

用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
甲
１
の
巻
五
巻
末
に

は
、楠
系
図
（
第
19
丁
オ
・
ウ
）
お
よ
び
跋
文
（「
終
」

丁
表
か
ら
裏
三
行
目
ま
で
。
末
尾
「
…
延
宝
九
辛
酉

／
五
月
日
又
顕
直
常
書
焉
」）
が
あ
り
、「
五
月
日
又

顕
直
常
書
焉
」
か
ら
少
し
間
を
空
け
て
、
中
央
部
分

に
「
天
和
元
年
十
月
吉
辰
」
の
刊
年
が
記
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
甲
２
は
楠
系
図
・
跋
文
を
欠
き
、
後
表

紙
見
返
し
の
「
天
和
元
年
十
月
吉
辰
」（
四
周
単
辺
）

は
、
ち
ょ
う
ど
、
甲
１
の
終
丁
裏
の
跋
文
三
行
を
削

除
し
た
位
置
に
、よ
く
似
た
字
体
（
同
一
で
は
な
い
。

「
辰
」
字
な
ど
）
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
甲
１
の
終

丁
裏
を
版
下
と
し
て
、
跋
文
部
分
を
除
外
し
て
後
表

紙
見
返
し
を
作
成
し
た
の
で
あ
り
、
甲
２
の
実
際
の

刊
行
は
天
和
元
年
を
下
る
で
あ
ろ
う
。
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柱
刻

甲
１

跋
文
三
行

　

天
和
元
年
十
月
吉
辰

甲
２

天
和
元
年
十
月
吉
辰

 
（
終
丁
裏
） 

（
後
表
紙
見
返
）

（
乙
１
）元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
以
前
、銭
屋
儀
兵
衛
刊
（
所
在
不
明
）

（
乙
２
）元
禄
一
一
（
一
六
九
八
）
年
頃
印
（
刊
年
不
記
。
刊
記
「
油

　

小
路
通
五
条
下
ル
町
／
丁
字
屋
田
口
仁
兵
衛
刊
行
」）

…
大
谷
大
◎
（
五
冊
）・
冨
高
菊
水
第
七
五
八
号
◎
（
五
冊
。

表
紙
、
浅
縹
色
檀
紙
。
書
き
題
簽
）・
冨
高
菊
水
第
三
号

◎
（
合
一
冊
。
新
補
表
紙
）・
大
洲
矢
野
○
（
巻
一
、

二
三
、四
五
の
三
分
冊
）・
久
留
米
○
（
三
冊
）。
蓮
池
鍋

島
（
蓮991/384

。
他
の
写
本
と
合
綴
一
冊
。
南
木
武
経

は
巻
一
・
四
・
五
の
み
存
）。

■（
乙
３
）刊
年
不
明
。

…
冨
高
菊
水
第
二
七
〇
号
◎
（
五
冊
の
内
、
巻
一
〜
四
）

※
表
紙
色
は
や
や
赤
み
を
帯
び
た
灰
色
。
巻
二
後
表
紙

は
紺
色
の
補
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
巻
三
・
四

に
は
刷
題
簽
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
（
乙
２
大
谷
大

本
と
同
じ
「
木
」
の
字
が
確
認
で
き
る
）、
原
装
と

思
わ
れ
る
。
乙
２
と
の
先
後
は
不
明
確
で
あ
る
が
、

類
別
変
更
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
追
加
類
別
の
乙

３
と
し
た
。

（
丙
）
宝
暦
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
一
）
頃
刊
（
？
）
…
（
存
否
不
明
）

（
丁
１
）安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
刊
（
刊
記
「
安
永
二
癸
巳
年
三
月

再
刻
／
京
寺
町
通
二
条
下　

伊
勢
屋
源
兵
衛
」）

（
丁
２
）安
永
二
年
刊
安
永
三
年
印
（
刊
記
「
安
永
二
癸
巳
年
三
月
再

刻
／
安
永
三
年
午
九
月
吉
日　

京
間
之
町
通
竹
屋
町
下
ル
町

太
田
庄
兵
衛
求
板
」）

（
戊
１
）寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
刊
（
早
大
本
を
除
い
て
五
分
冊
。

「
安
永
二
癸
巳
歳
三
月
／
寛
政
十
二
庚
申
歳
八
月
求
版
／
皇

都
書
林　

御
幸
町
御
池
下
ル
町　

菱
屋
孫
兵
衛
／
衣
棚
二
条

下
ル
町　

西
村
吉
兵
衛
」。
表
紙
は
い
ず
れ
も
薄
縹
色
。
二

種
類
の
花
と
鳳
凰
（
？
）
の
花
形
文
を
斜
め
格
子
状
に
配
し

た
型
押
し
）

…
京
大
◎
・
大
阪
府
石
崎
◎
・
架
蔵
◎
・
早
大
◎
（
巻
一
・

二
の
一
冊
存
）。
蓮
池
鍋
島
◎
（
蓮991/285

）。

（
戊
２
）寛
政
一
二
年
刊
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
印
（（
戊
１
）
刊
記
。

後
表
紙
見
返
し
「
杜
騙
新
書
」
等
７
点
書
目
広
告
。
そ
の
左

側
に
「
文
政
元
年
戊
寅
初
冬
／
皇
都
書
林　

御
幸
町
御
池
下

ル
町　

菱
屋
孫
兵
衛
」
と
あ
る
）

（
戊
３
）寛
政
一
二
年
刊
某
年
印
（（
戊
１
）
刊
記
か
ら
「
衣
棚
二
条

下
ル
町　

西
村
吉
兵
衛
」
削
除
。
後
表
紙
見
返
し
は
（
戊
２
）
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◇
付
、
聖
学
真ま
す
み
か
ゞ
み

浄
鏡

九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
蔵
刊
本
五
冊
を
披
見
し
た
。
そ
の

奥
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
＊
〈　

〉
内
双
行

南
木
武
経
〈
楠
家
之
書
／
安
藤
先
生
和
訳
〉　

聖
学
真ま

す
み
か
ゞ
み

浄
鏡　
安
藤
先
生
述

安
永
九
年
庚
子
二
月
吉
日

　
　
　
　
　

二
条
通
室
町
西
江
入
町

　
　

京
都
書
林   

伊
勢
屋
源
兵
衛

内
容
は
、
巻
之
一
徳
行
之
類
、
巻
之
二
弁
惑
論
、
巻
之
三
弁
惑
論
、

巻
之
四
順
逆
論
、
巻
之
五
弁
惑
論
附
警
戒
。
そ
の
巻
五
に
い
う
。

道
ヲ
知
リ
タ
ル
人
ノ
軍
法
ハ
仁
義
ヲ
以
テ
本
ト
シ
、
智
謀
ヲ
恃
ン

デ
道
ナ
キ
ニ
不
レ
従
。（
中
略
）
日
本
ノ
楠
等
モ
戦
場
ニ
於
テ
其

変
通
ノ
機
転
ア
ル
ノ
ミ
ヲ
良
将
ト
ハ
云
ハ
ズ
。

こ
の
一
節
な
ど
は
南
木
武
経
に
通
じ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
愚

モ
壮
年
ノ
比
ハ
故
郷
美
作
ニ
ア
リ
シ
ガ
」（
巻
二
12
オ
）、「
タ
ヾ
医
術

ノ
暇
ニ
ハ
神
明
ノ
道
ヲ
以
テ
真
直
ヲ
立
ン
事
ヲ
思
フ
而
已
」（
巻
三
１

ウ
）
と
あ
り
、
讃
岐
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
（
南
木
惣
要
、
玄
理
斎
序
）

と
い
う
月
海
こ
と
安
藤
掃
雲
軒
の
経
歴
と
合
わ
な
い
（
医
術
の
こ
と
も

み
え
な
い
）。
本
書
の
安
藤
先
生
は
月
海
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

　

◇
楠
家
伝
七
巻
書
（
五
二
四
頁
）

未
見
と
し
て
い
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
印
本
を
確
認
し
た
。
蓮

に
同
じ
）

■（
戊
４
）寛
政
一
二
年
刊
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
印
（（
戊
３
）
刊
記
。

「
杜
騙
新
書
」
等
一
二
点
書
目
広
告
あ
り
、「
弘
化
三
年
丙

午
初
夏
／
皇
都
書
林　

御
幸
町
御
池
下
ル
町　

菱
屋
孫
兵

衛
」
と
あ
る
）
…
臼
杵

（
戊
５
）寛
政
一
二
年
刊
天
保
頃
印
（（
戊
３
）
刊
記
。
後
表
紙
見
返

し
上
中
央
「
書
肆
」、
下
右
か
ら
「
江
戸
芝
神
明
前　

岡
田

屋
嘉
七
／
大
坂
心
斎
橋
北
久
太
郎
町　

河
内
屋
喜
兵
衛
／
同

心
斎
橋
博
労
町
角　

河
内
屋
茂
兵
衛
／
同
心
斎
橋
安
土
町　

河
内
屋
和
助
／
同
心
斎
橋
北
久
宝
寺
町　

敦
賀
屋
彦
七
／
京

御
幸
町
御
池
南　

菱
屋
孫
兵
衛
」）

…
大
阪
市
◎
（
五
冊
）

※
旧
稿
に
「
刊
記
と
後
表
紙
見
返
し
と
の
間
に
「
皇
都

書
肆
五
車
楼
蔵
版
略
書
目〔
京
御
幸
町
／
御
池
下
ル
〕

菱
屋
孫
兵
衛
」全
一
〇
丁
あ
り
。そ
の
中
に「
同（
十
八

史
略
）
天
保
再
板　

七
冊
」「
分
見
改
正
京
絵
図　

天
保
再
版　

二
冊
」
と
あ
り
、
本
書
は
天
保
年
間
以

降
の
刊
行
」
と
記
し
た
が
、
臼
杵
図
書
館
本
の
存
在

に
よ
り
、
弘
化
四
年
以
降
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

（
戊
６
）寛
政
一
二
年
刊
某
年
印
（
刊
記
・
後
表
紙
見
返
し
は
（
戊
５
）

に
同
じ
）

（
戊
７
）寛
政
一
二
年
刊
某
年
印
（（
戊
３
）
刊
記
。
後
表
紙
見
返
し

白
紙
）
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池
鍋
島
家
文
庫
蔵
本
（
蓮991/259

）
で
あ
る
。
香
色
布
目
地
に
雲
文

艶
出
表
紙26.0

×18.7

㎝
。
巻
一
／
二
・
三
／
四
・
五
／
六
／
七
の
五

分
冊
。
見
返
白
紙
。
他
本
に
も
あ
る
天
和
二
年
杉
生
・
小
河
の
刊
記
に

加
え
、
後
表
紙
見
返
に
「
算
学
提
要　

全
一
冊
」
他
八
点
の
広
告
の
後

「
弘
化
三
年
丙
午
正
月
吉
日
／
浪
華
書
肆
心
斎
橋
通
唐
物
町
河
内
屋
太

助
」
と
あ
り
。
本
書
は
、
天
和
二
年
後
印
五
冊
本
（
ロ
１
）
河
内
屋
太

助
版
（
出
版
年
不
記
、
製
本
目
録
を
載
せ
る
の
み
）
に
先
行
す
る
。

蓮
池
鍋
島
家
文
庫
に
は
、
巻
一
と
七
の
合
一
冊
（
蓮991/258

）
も

あ
る
。
薄
藍
色
布
目
地
表
紙25.0
×18.0

㎝
。
左
肩
楮
紙
題
簽
に
「
楠

家
伝
七
巻
書
＊　

」
と
墨
書
。
＊
部
分
に
「
藤
家
／
印
信
」
の
朱
陰

刻
の
小
印
。
巻
頭
に
は
「
芙
蓉
／
館
／
蔵
書
」
印
あ
り
。
当
該
文
庫
の

目
録
に
は
「
暁
霞
楼
叢
書
第
37
冊
」
と
あ
り
、蓮
池
藩
第
八
代
直
與
（
在

位1816

〜1845

）
の
蔵
書
の
よ
う
で
あ
る
。
暁
霞
楼
叢
書
と
注
記
の

あ
る
版
本
に
は
、
他
に
も
頭
・
尾
合
綴
の
も
の
が
あ
る
。
版
種
は
確
定

し
が
た
い
が
、
版
面
欠
損
は
少
な
い
。

山
口
大
学
棲
息
堂
文
庫
蔵
本
を
、天
和
二
年
刊
後
印
五
冊
本
（
イ
１
）

と
し
て
い
た
。
米
沢
本
と
表
紙
文
様
は
異
な
る
（
と
も
に
赤
茶
色
地
。

米
沢
本
は
亀
甲
紋
艶
出
、
山
口
本
は
小
葵
艶
出
か
）
が
、
後
表
紙
見
返

に
あ
る
刊
記
等
米
沢
本
と
同
じ
で
あ
り
、（
イ
２
）
に
訂
正
す
る
。

　

◇
南
木
惣
要
（
五
二
六
頁
）

山
口
大
学
図
書
館
棲
息
堂
文
庫
蔵
写
本
、
版
本
を
披
見
し
た
。
写
本

九
巻
三
冊
は
字
配
り
、
字
体
も
類
似
し
て
お
り
、
版
本
の
写
し
と
思
わ

れ
る
。
版
本
は
九
巻
九
冊
。
袋
綴
、薄
縹
色
無
地
表
紙25.7

×17.6

㎝
。

子
持
枠
題
簽
「
南
木
惣
要
一
（
〜
九
）」。
見
返
共
紙
。
四
周
単
辺19.4

×13.9

㎝
。
半
葉
八
行
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
構
成
は
「
元
禄
二
己
巳

年
十
月
月
日
洛
陽
北
山
隠
士
玄
理
斎
敬
書
」、「
元
禄
四
年
歳
在
辛
未
臘

月
穀
旦
黄
檗
末
流
沙
門
石
泉
澄
謹
序
」、
総
目
録
、
本
文
、
跋
文
。
刊

記
「
元
禄
十
二
己
卯
歳
／
五
月
吉
日
／
浪
華
書
林
糸
多
久
兵
衛
」。「
徳

藩
／
蔵
書
」
印
他
が
あ
り
、
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
書
。

若
尾
政
希
・
小
川
和
也
「
翻
刻　

香
川
県
歴
史
博
物
館
蔵
『
南
木
惣

要
』」（
深
谷
克
己
編
科
研
費
報
告
書
『
藩
世
界
の
意
識
と
権
威 : 

西
日

本
地
域
の
場
合
』
所
収
。
二
〇
〇
四
・
五
）
お
よ
び
若
尾
「
軍
書
を
携

え
し
者
た
ち
―
安
藤
掃
雲
軒
の
場
合
」（
江
戸
文
学
39
、
二
〇
〇
八
・

一
一
。
上
記
翻
刻
の
「
解
説
」
を
改
稿
）
が
あ
り
、
版
本
に
先
立
つ
写

本
（
高
松
松
平
家
旧
蔵
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
上
記
翻
刻
に
よ
り
（
稿

者
は
未
見
。仮
に
香
川
本
と
呼
ぶ
）、版
本
と
の
異
同
を
摘
記
し
て
お
く
。

○
玄
理
斎
序
と
石
泉
序
の
位
置
を
異
に
す
る
。
香
川
本
は
巻
第
一
の
初

め
に
置
く
（
版
本
の
形
が
自
然
）。

○
巻
一
〜
八
は
、
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
版
本
は
香
川
本
に
あ
る
小

字
注
記
部
分
を
欠
く
こ
と
が
あ
る
。

○
巻
九
は
、
版
本
は
香
川
本
に
あ
る
条
目
を
い
く
つ
か
欠
く
。

・
版
本
６
ウ
相
当
箇
所
に
、
著
者
月
海
（
安
藤
掃
雲
軒
）
が
幼
き
か

ら
の
行
跡
を
顧
み
る
記
事
あ
り
。版
本
に
も
類
同
の
記
事
が
あ
り
、

重
複
と
み
な
し
、
削
除
し
た
か
。

・
版
本
19
オ
相
当
に
、
長
文
の
「
三
種
ノ
神
器
ノ
事
」
あ
り
。
22
オ
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相
当
「
大
神
宮
ト
イ
ヘ
ハ
…
天
人
一
ナ
リ
」、
23
ウ
相
当
「
他
帰

依
ト
云
。
…
勇
ニ
中
ル
理
ト
ス
」
共
々
、神
道
関
係
記
事
の
削
除
。

・
版
本
24
オ
相
当
「
仏
典
西
方
ノ
引
導
…
分
別
ノ
本
ナ
リ
」、
25
オ

ウ
「
祖
師
偽
テ
…
万
行
皆
違
フ
」
他
、
仏
法
関
係
記
事
の
削
除
。

○
香
川
本
に
は
、
著
者
が
郷
里
の
讃
州
に
帰
り
、「
国
子
君
」（
若
尾
は

松
平
頼
常
か
と
い
う
）
の
求
め
に
応
じ
て
こ
の
書
を
奉
っ
た
旨
の
、

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
自
跋
が
あ
る
。
版
本
に
は
無
く
、
代
わ

り
に
以
下
の
跋
文
が
あ
る
（
跋
文
の
丁
裏
に
上
述
刊
記
あ
り
）。

南
木
武
経

ニ有
二
一

ノ巻
書
一
残
レ
之
畢

ト記
セ
リ。

則
此
書
也
。
猶
又
三
ヶ

ノ

有
二
秘
訣
一
。
此
目
録
之
外
也
。
若

シ深
ク有

二
執
心
徒
一
則
以
二
神
文
一

可
レ
伝
―二
授
之
一
者
也
。（
句
読
点
は
今
井
）

香
川
本
か
ら
版
本
へ
の
改
編
は
な
お
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
書

と
南
木
武
経
と
の
関
係
に
移
る
。
版
本
跋
文
に
い
う
よ
う
に
、
南
木
武

経
跋
文
末
尾
に
「
又

カ予
心
謀
有

リ二
一
巻

ノ書
一
残

シレ
焉

ニ畢
矣
。
他
時
異
日
若

シ

有
ル二

執
心

ノ之
徒
一
則

ハ以
二
誓
約

ヲ一
可

キレ
授
―二
与

ス之
ヲ一

者
也
。
延
宝
九
辛
酉
五

月
日
又
顕
直
常
書
焉
」
と
あ
る
（
戊
類
本
は
「
文
顕
…
」。
直
常
は
安

藤
掃
雲
軒
の
俗
名
か
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
木
惣
要
も
延
宝
九
年

（
一
六
八
一
）以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。南
木
惣
要
に
は「
南

木
武
経
ニ
性
理
ノ
沙
汰
少
々
挙
キ
」（
巻
一
）、「
南
木
武
経
ニ
少
々
記
ス
」

（
巻
三
）
等
の
記
載
が
あ
る
か
ら
、
南
木
武
経
が
先
行
す
る
と
み
な
さ

れ
る
が
、
両
書
は
あ
ま
り
時
を
お
か
ず
成
っ
た
も
の
か
。
惣
要
版
本
跋

文
に
い
う
「
三
ヶ
秘
訣
」
が
何
を
さ
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
（
＊
）、

惣
要
と
武
経
と
は
深
い
繋
が
り
が
あ
り
、
武
経
の
和
（
安
藤
掃
雲
軒
の

注
解
部
分
）
を
参
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、惣
要
の
特
質
が
鮮
明
に
な
る
。

（
＊
）『
擁
膝
草
廬
蔵
書
目
録
』（
運
籌
堂
蔵
書
目
録
、
平
山
兵
原
蔵

書
目
、
平
山
氏
蔵
書
目
と
も
）
に
「
南
木
武
経
極
秘
」
が
見

え
る
。

南
木
惣
要
は
以
下
の
構
成
を
と
る
。〈　

〉
内
は
総
目
録
に
示
す
細

目
で
あ
り
、
本
文
中
に
章
立
て
は
無
い
。

巻
第
一
法
部
之
法
〈
自
敵
ヲ
亡
ス
ノ
論
、
士
農
工
商
起
本
ノ
事
、

井
田
経
界
ノ
事
〉、
巻
第
二
法
部
之
配
〈
庠
序
学
校
ノ
事
〉、
巻
第

三
法
部
之
術〈
学
文
小
大
内
外
一
致
ノ
論
〉、巻
第
四
配
部
之
法〈
城

取
小
屋
取
行
烈
備
ノ
事
、
軍
法
常
ナ
ル
ノ
事
、
王
城
ノ
図
、
太
宗

論
ノ
事
、
戦
場
出
行
ノ
尅
法
度
ノ
事
〉、
巻
第
五
配
部
之
配
〈
孫

子
五
言
ノ
事
、
八
陣
ノ
事
、
備
人
積
ノ
事
、
備
ノ
事
〉、
巻
第
六

配
部
之
術
〈
八
陣
分
数
ノ
事
并
馬
印
、
虚
実
ヲ
知
ル
事
、
行
軍
ノ

事
〉、
巻
第
七
術
部
之
法
〈
知
仁
勇
ノ
事
、
金
鼓
鈴
旗
貝
狼
煙
夜

ノ
相
図
ノ
事
、
鑓
ノ
事
、
続
松
ノ
事
、
地
雷
ノ
事
、
霧
ノ
印
ノ
事
、

川
渡
ノ
事
、
楯
ノ
事
、
水
中
透
ノ
事
、
小
屋
取
ノ
事
〉、
巻
第
八

術
部
之
配
〈
夜
戦
ノ
事
、
出
行
ノ
事
、
軍
役
ノ
事
、
玉
薬
兵
粮
積

ノ
事
〉、
巻
第
九
術
部
之
術
〈
回
徳
ノ
事
、
神
儒
仏
勝
劣
ノ
事
、

三
徳
三
法
三
身
ノ
事
、
三
帰
依
ノ
事
、
三
法
一
如
天
徳
ノ
事
〉

こ
う
し
た
内
容
に
つ
き
、
或
人
が
次
の
よ
う
に
問
う
た
と
い
う
。

或
人
、
予
ニ
問
テ
曰
、
此
書
ハ
兵
書
ナ
ル
ヲ
井
田
ヲ
本
ト
シ
、
次

ニ
閭
巷
ノ
学
ヲ
記
シ
、
次
ニ
学
文
小
大
ノ
迷
ヒ
ヲ
ア
カ
シ
、
次
ニ

軍
旅
ノ
事
ヲ
記
シ
、
終
リ
ニ
乱
ヲ
引
結
テ
、
王
道
ニ
返
シ
、
神
儒
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仏
ノ
三
法
ヲ
一
ニ
シ
天
ニ
至
ル
ト
ノ
タ
マ
フ
コ
ト
何
ノ
云
ゾ
ヤ
。

古
今
兵
人
ノ
書
記
、如
斯
沙
汰
ヲ
未

タス
レ
聞カ

。
…
（
惣
要
版
本
20
ウ
）

或
人
が
い
ぶ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
兵
書
と
し
て
は
変
わ
り
種
で
あ

る
。
む
ろ
ん
大
局
的
に
は
、「
兵
学
の
道
徳
学
化
・
政
治
学
化
を
進
め
た
」

（
前
田
勉
『
兵
学
と
朱
子
学
・
蘭
学
・
国
学
』
五
三
頁
。
初
出

一
九
九
九
・
九
）
と
い
う
近
世
兵
学
の
動
向
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
兵
書
に
直
接
、
井
田
や
学
校
、
学
問
論
を
持
ち
込
む
こ
と
は

例
を
み
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
南
木
武
経
巻
一
「
備
之
事
」「
和

シ
テ
曰
」
に
「
我
ハ
孟
子
ヲ
師
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
孟
子
』（
滕

文
公
篇
な
ど
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

著
者
は
或
人
の
問
い
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

文
ノ
外
ニ
武
ノ
法
ナ
シ
。
然
ル
ニ
文
武
ハ
車
ノ
両
輪
ノ
如
ク
、
鳥

ノ
両
翼
ノ
ゴ
ト
シ
。
積
善
積
悪
ニ
依
、
因
果
ノ
二
法
ハ
明
々
タ
レ

ド
モ
、
愚
人
ノ
可
ナ
リ
。
武
ハ
文
ノ
権
ト
云
ハ
可
也
。（
21
ウ
）

※
波
線
部
を
香
川
本
は「
…
如
シ
ト
云
ハ
非
ナ
リ
。
文
ヲ
本
ト
シ
、

武
ヲ
末
ト
云
ハ
可
ナ
リ
。」
と
す
る
。
版
本
は
文
意
不
通
。

同
様
の
文
辞
は
、
南
木
武
経
巻
四
「
船
軍
之
事
」
の
和
に
も
「
武
ハ

文
ヨ
リ
出イ

ヅ

。
文
ノ
外
ニ
武
ナ
シ
」
と
あ
る
。

本
書
の
生
成
に
は
、
南
木
武
経
巻
二
末
尾
の
記
述
が
注
意
さ
れ
る
。

予
（
著
者
）
が
若
年
の
昔
、「
前（

マ
マ
）越

ノ
老
師
井
原
先
生
」（
井
原
頼
文
。

石
岡
久
夫
『
日
本
兵
法
史
』
上
、一
七
〇
頁
以
下
）
に
問
う
た
と
こ
ろ
、

井
原
は
「
法
ニ
三
段
ア
リ
。
法
ノ
法
、
法
ノ
配
、
法
ノ
術
。
配
部
モ
三

ダ
ン
、
術
武
モ
三
タ
ン
。
…
予
（
井
原
）
ガ
兵
法
オ
ツ
ル
所
、
孔
孟
伝

授
ノ
心
法
ナ
リ
」
と
答
え
た
と
い
う
。
南
木
惣
要
の
九
段
の
構
成
は
、

井
原
に
学
ん
だ
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
井
原
の
「
孔
孟

伝
授
ノ
心
法
」
と
安
藤
掃
軒
雲
の
「
孟
子
ヲ
師
ト
ス
」
と
が
同
一
と
は

限
ら
な
い
。孔
孟
か
ら
さ
ら
に
孟
子
を
前
面
に
押
し
出
し
た
と
こ
ろ
に
、

井
田
法
や
庠
序
学
校
な
ど
を
兵
書
に
大
き
く
組
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。前
記
若
尾
論
文
も
注
意
す
る
よ
う
に
、

南
木
武
経
巻
四
「
船
軍
之
事
」
の
「
和
シ
テ
曰
」
に
は
、「
義
経
、
聖

門
ニ
入
ラ
ズ
。
仁
義
ノ
経
ヲ
知
ズ
ト
イ
ヱ
ド
モ
軍
ハ
勝ス

グ
レテ

上
手
ノ
由
、

正
成
、
郎
徒
ニ
モ
常
ハ
語
レ
リ
」
と
あ
る
。
掃
雲
軒
が
義
経
と
正
成
の

差
異
を
強
調
す
る
の
も
、
我
が
兵
学
を
義
経
流
か
ら
脱
却
し
た
も
の
と

自
認
し
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
結
局
は

（
南
木
惣
要
に
）
影
響
し
た
義
経
流
の
検
討
は
、
義
経
流
兵
書
の

出
現
を
ま
っ
て
始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
未
見
の
現
段
階
に

お
い
て
は
遺
憾
な
が
ら
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
一
七
三

頁
）

と
石
岡
が
い
う
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
南
木
惣
要
を
拙
著
で
「
南
木
流
兵
書
版
本
」
の
中
に
位
置
づ

け
た
が
、
南
木
流
と
は
何
か
、
明
示
す
る
の
は
難
し
い
。「
南
木
流
は

仏
法
（
神
道
も
）
に
重
き
を
置
く
立
場
か
ら
の
『
理
尽
鈔
』
批
判
の
書

と
と
ら
え
、分
析
し
て
い
く
の
が
有
効
と
思
わ
れ
る
」（
拙
著
五
五
八
頁
）

と
述
べ
た
。
南
木
武
経
の
、
楠
三
巻
書
な
ど
他
の
南
木
流
兵
書
と
共
通

す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、右
の
見
通
し
は
ま
だ
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
上
述
し
て
き
た
孟
子
に
重
き
を
置
く
、「
和
」
に
縷
述
す
る
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内
容
や
南
木
惣
要
の
あ
り
方
を
併
せ
考
え
る
と
、
今
少
し
緩
や
か
に
、

『
理
尽
鈔
』
批
判
を
意
識
化
し
た
兵
書
群
と
と
ら
え
た
方
が
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。『
理
尽
鈔
』
と
の
差
異
化
を
図
っ
た
図
書
に
は
、
は
や
く

に
『
無
極
鈔
』
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
同
書
は
『
理
尽
鈔
』
を
意
識
し
な

が
ら
そ
れ
を
秘
し
て
い
る
（
拙
著
三
九
〇
頁
）。

南
木
惣
要
巻
第
八
冒
頭
近
く
「
出
行
ノ
事
」
に
、
摂
津
国
手
嶋
川
原

の
戦
い
で
新
田
義
貞
勢
が
劣
勢
に
陥
っ
た
が
、
正
成
が
二
時
遅
れ
て
出

陣
し
勝
利
を
得
た
こ
と
を
あ
げ
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

此
戦
、
正
成
、
地
形
ヲ
能
知
ル
ト
計
ニ
ハ
非
ズ
。
太
平
記
評
判
伝

記
ニ
ハ
地
形
一
遍
ノ
沙
汰
ノ
ミ
也
。南
木
武
経
ニ
委
記
隠
謀
有
キ
。

傍
線
部
は
、
理
尽
鈔
巻
一
五
に
「
某
ガ
分
国
ニ
テ
侍
レ
バ
、
当
国
ノ

事
案
内
ヲ
バ
能
知
リ
テ
ケ
リ
。
…
」（
50
ウ
）
と
あ
る
こ
と
を
さ
す
。

南
木
武
経
の
記
事
と
は
、
巻
五
「
心
通
」
の
一
節
（
和
曰
の
武
経
独
自

記
事
で
は
無
い
）
を
さ
す
。
正
成
が
作
成
し
た
書
状
二
通
を
敵
か
ら
の

内
通
と
詐
っ
て
、
新
田
等
に
見
せ
て
、
軍
勢
を
勇
ま
せ
、
さ
ら
に
、
偶

然
立
ち
上
っ
た
煙
を
相
図
の
煙
と
偽
っ
て
鼓
舞
し
、
敵
の
大
軍
を
破
っ

た
、
と
い
う
。
こ
れ
が
真
相
で
あ
る
と
い
う
の
だ
が
、
敵
の
内
通
を
味

方
に
信
じ
込
ま
せ
勝
利
を
得
た
、
と
い
う
設
定
は
、
理
尽
鈔
に
も
あ
る

（
巻
一
〇
31
オ
以
下
。
正
成
の
筒
井
・
矢
尾
と
の
合
戦
）。
南
木
武
経
等

の
「
隠
謀
」
は
そ
の
焼
き
直
し
と
い
え
よ
う
。
南
木
流
が
理
尽
鈔
批
判

を
く
り
広
げ
な
が
ら
、
そ
の
実
、
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
一
例
で
あ

る
。

　

◇
『
楠
三
巻
書
』・
三
版
本
お
よ
び
類
縁
書
（
五
三
一
頁
）

拙
著
で
『
南
木
流
家
伝
之
三
巻
』
に
代
表
さ
れ
る
南
木
流
の
諸
書
を
、

上
・
中
・
下
の
内
容
構
成
に
よ
り
分
類
整
理
し
た
。
五
三
八
頁
で
は『
軍

教
之
巻
』『
軍
元
立
将
巻
』『
三
妙
無
尽
法
』『
軍
用
秘
術
聴
書
』
な
ど
、

「
単
独
で
存
在
す
る
図
書
」
に
も
言
及
し
、

・
楠
正
成
無
尽
巻　

写
：
山
口
大
棲
息
（「〔
楠
正
成
〕
無
尽
巻
」、

江
戸
期
写
、
一
冊
）

・
楠
正
成
流
三
妙
無
尽
法  

写
：
山
口
大
棲
息
（
江
戸
期
写
、
一
冊
）

な
ど
を
そ
の
例
と
し
た
が
、
披
見
し
た
結
果
、
訂
正
す
る
。

前
者
は
、
楮
紙
袋
綴
一
冊
、
渋
刷
毛
目
表
紙23.3

×16.6

㎝
。
表

紙
中
央
に
「
無
尽
巻　

全
」
と
打
付
書
。
本
文
七
行
漢
字
平
仮
名
交
じ

り
。
巻
区
分
は
し
て
い
な
い
が
、〈
上
・
中
・
下
型
〉
に
属
し
、
八
戸

市
立
図
書
館
『
楠
軍
書
』、岡
山
大
学
池
田
文
庫
『
南
木
遺
書
』
に
近
い
。

た
だ
し
、
八
戸
本
、
岡
山
大
本
の
上
相
当
部
分
末
尾
に
あ
る
「
左
大

臣
橘
諸
兄
公
末
孫
」（
拙
著
記
号
◆
）が
正
成
か
ら「
正
広　

法
名
広
禅
」

ま
で
で
あ
る
の
に
対
し
、本
書
は
そ
れ
に
続
け
て
「
正
康　

法
名
禅

」

を
記
す
。

後
者
の
『
楠
正
成
流
三
妙
無
尽
法
』
は
、
楮
紙
袋
綴
一
冊
、
縹
色
無

地
表
紙24.4

×18.8

㎝
。
左
肩
楮
紙
題
簽
に
「
楠
正
成
流　

全
」
と

墨
書
。
本
文
九
行
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。「
楠
正
成
流
／
三
妙
無
尽
法
」

と
始
め
る
が
、
三
妙
無
尽
法
の
み
で
は
な
く
、
自
悟
法
の
後
に
正
成
伝

授
奥
書
を
記
し
、
中
の
全
部
を
内
容
と
す
る
。
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◇
南
朝
軍
談
（
六
五
〇
頁
）

…
『
菊
水
文
庫
蔵
書
目
録
』
に
も
「
南
朝
太
平
記　

20
冊
」

の
他
に
「
南
朝
軍
談　

24
巻
目
録
と
も
21
冊　

享
保
10
」
と

あ
る
。
二
〇
一
〇
年
八
月
の
菊
水
文
庫
調
査
時
、
南
朝
軍
談

の
所
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
記
載
に
し
た

が
え
ば
、『
南
朝
軍
談
』
は
『
南
朝
太
平
記
』
享
保
一
〇
年

印
本
の
改
題
本
で
あ
り
、
改
題
後
も
宝
暦
一
〇
年
、
寛
政
年

間
と
何
次
か
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

拙
著
に
右
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
披
見
の
結
果
、
傍
線
部
の
判
断
は

誤
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。『
南
朝
軍
談
』
と
し
て
の
初
刊
年
は
、

刊
記
に
よ
れ
ば
享
保
一
〇
年
で
あ
る
が
、『
南
朝
太
平
記
』
の
刊
記
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
刊
行
は
享
保
一
〇
年
九
月
よ
り
降
る

で
あ
ろ
う
。

・
菊
水
文
庫
第
一
号
『
南
朝
太
平
記
』。
二
四
巻
二
〇
冊
。
縹
色
無

地
表
紙25.2

×18.6

㎝
。
外
題
「〈
日
本
／
諸
家
／
秘
説
〉
南
朝

太
平
記
」。
巻
一
２
オ
四
周
単
辺21.1

×16.0

㎝
。
刊
記
「
享
保

第
拾
乙
巳
歳
九
月
吉
日
／
書
肆　

大
坂
追
手
筋
錦
町
菊
屋
勘
四
郎

／
天
満
九
丁
目
紀
伊
国
屋
宇
兵
衛
」

・
菊
水
文
庫
第
八
六
号
『
南
朝
軍
談
』。
前
者
第
一
冊
の
「
序
」「
総

目
」
を
分
冊
と
し
、
二
四
巻
二
一
冊
。
縹
色
無
地
表
紙25.8

×

18.6

㎝
。
外
題
「〈
楠
氏
／
太
平
記
／
実
説
〉
南
朝
軍
談
」。
巻

一
２
オ
匡
郭
内
寸21.1

×16.0

㎝
。
巻
一
２
オ
四
周
単
辺21.0

×15.9

㎝
。
刊
記
「
享
保
十
乙
巳
歳
九
月
吉
日
／
書
肆　

大
野
木

市
兵
衛
」

　

◇
湊
川
物
語
（
六
六
六
頁
）

未
確
認
で
あ
っ
た
菊
水
文
庫
第
一
三
〇
号
を
披
見
し
た
。
上
冊
欠
、

中
冊
は
縹
色
無
地
表
紙27.0

×18.1

㎝
、刷
題
簽
に
「
湊
河
物
語　

中
」

と
墨
書
。
下
冊
は
薄
茶
色
檀
紙
地
に
茶
色
の
菊
水
紋
散
ら
し
の
表
紙

26.8

×18.4

㎝
、
中
冊
と
は
別
様
の
刷
題
簽
に
「
湊
川
物
語　

下
」
と

墨
書
。
中
京
大
学
蔵
本
に
あ
る
「
通
油
町
／
本
問
屋
開
板
」
の
刊
記
を

欠
く
。
以
上
の
よ
う
に
中
・
下
冊
は
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
が
、
と
も

に
「
禾
舟
／
珍
蔵
」（
朱
陽
印
。
他
に
、「
大
幼
／
楠
氏
文
庫
」
朱
陽
印
、

「
菊
水
文
庫
／
大
阪
富
田
林
中
学
校
」
朱
陽
印
。「
大
幼
校
図
書
／
第
１

門
／
第
８
部
／
第168

番
／
楠
氏
文
庫
」
紫
陽
印
）
の
印
が
あ
り
、
禾

舟
こ
と
川
島
右
次
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

◇
楠
公
三
代
記
（
玉
蘭
斎
貞
秀
画
作
。
丸
屋
・
小
林
銕
治
郎
版
。

　
　
　
　
　
　
　
　

七
一
三
頁
）

菊
水
文
庫
に
は
三
部
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
追
記
す
る
。

第
九
六
号
（
初
編
・
二
編
・
三
編
の
三
冊
、
水
色
地
菊
花
型
押
表
紙
）

は
、
初
編
表
紙
寸
法18.0

×11.9

㎝
、
二
編17.9

×11.7

㎝
、
三
編

17.9
×11.8

㎝
。
蔵
書
印
も
各
冊
に
あ
る
「
菊
水
文
庫
／
大
阪
府
立
富

田
林
中
学
校
」
の
他
、
初
編
は
「
川
嶋
／
之
印
」（
朱
陽
、
川
島
右
次
）、

二
・
三
編
は
「
大
幼　

楠
氏
／
文
庫
」「
大
幼
校
図
書
／
第
１
門
／
第
８

部
／
第
538
番
／
楠
氏
文
庫
」
と
異
な
る
。
各
冊
末
尾
に
あ
る
「
出
版
書



― 10 ―

目
」の
第
一
丁
裏
下
段
の「
一
艶
嬢
毒
蛇
淵　

三
編
大
尾
」の
左
、「
一
一

休
禅
師
御
一
代
記　

全
」
か
ら
「
一
西
行
法
師
御
一
代
記　

全
」
に
お

よ
ぶ
五
点
相
当
部
分
、三
編
の
そ
れ
は
未
刻
（
墨
塗
り
状
態
）
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
小
浜
市
酒
井
家
文
庫
蔵
本
の
三
編
の
当
該
部
分
は
菊
水
文

庫
本
の
初
編
・
二
編
と
同
じ
く
、「
一
一
休
禅
師
御
一
代
記　

全
」
以

下
の
書
目
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
初
編
と
二
・

三
編
の
み
な
ら
ず
、
三
冊
と
も
異
な
る
取
り
合
わ
せ
本
か
。

第
一
八
号
（
初
編
）・
第
七
六
一
号
（
二
編
）
は
、
薄
縹
色
布
目
地

表
紙
、
蔵
書
印
も
菊
水
文
庫
印
の
み
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
表
紙
に

貼
付
の
富
田
林
中
学
校
の
蔵
書
票
の
日
付
が
初
編
は
「
昭
和
13
年
６
月

10
日
」、
二
編
は
「
昭
和
14
年
11
月
10
日
」、
角
裂
の
色
が
初
編
は
緑
色
、

二
編
は
紺
色
と
異
な
る
。

第
二
九
七
号
（
初
編
・
二
編
）
は
薄
縹
色
布
目
地
表
紙
、
と
も
に
縹

色
（
退
色
）
角
裂
。「
大
幼　

楠
氏
／
文
庫
」・「
大
幼
校
図
書
／
第
１

門
／
第
２
部
／
第
212
番
／
楠
氏
文
庫
」
印
。

　

◇
正
成
関
係
教
訓
書
（
七
九
三
頁
）

山
口
大
学
棲
息
堂
文
庫
蔵
「
楠
正
成
三
ヶ
大
事
并
十
ヶ
条
（
楠
正
成

一
巻
書
奥
書
）」
を
披
見
し
た
。
楮
紙
五
針
袋
綴
一
冊
、
薄
茶
色
無
地

表
紙26.2

×18.8

㎝
。
左
肩
楮
紙
題
簽
に
「
楠
正
成
三
ヶ
大
事
并
十
ヶ

条
」
と
墨
書
。
本
文
八
行
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。

内
容
構
成
は
、
東
博
本
（
２
）
相
当
か
ら
始
ま
り
、（
３
）「
右
十
箇

条
は
、
辞
は
つ
く
る
事
あ
り
、
理
は
き
は
ま
る
事
な
し
。
字
々
容
易
、

不
可
下
筆
。
遂
段
熟
読
精
思
し
て
、
堅
こ
れ
を
ま
も
る
べ
き
者
也
。
仍

如
件
し
。」
ま
で
。

　

◇
太
平
記
綱
目
（
八
二
八
頁
）

『
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
鍋
島
家
文
庫
目
録　

一
般
資
料
（
和
書 

漢

籍
）
編
』（
一
九
八
一
年
）
に
「
二
冊
。
一
一
、一
三
附
翼
の
み
」（
鍋

991/2215

）
と
「
万
屋
刊
三
五
冊
。
四
〇
巻
の
う
ち
第
一
九
〜

三
一
、三
四
〜
三
七
巻
欠
」（
鍋991/2216

）
と
の
二
部
の
『
太
平
記

綱
目
』
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
五
帙
に
収
納
。『
綱
目
』
の
構

成
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
下
記
に
示
し
（
加
美
宏
『
太
平
記
の
受
容

と
変
容
』
一
八
二
頁
に
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
掲
示
あ
り
）、
欠
け
て
い

る
部
分
に
網
掛
を
施
し
た
。
上
記
波
線
部
は
や
や
不
正
確
。
前
者
に
あ

る
巻
一
一
、
巻
一
三
附
翼
は
、
後
者
の
欠
失
部
分
（
◆
印
）
に
当
て
は

ま
る
。
同
一
装
訂
（
藍
色
無
地
表
紙
、
五
針
袋
綴
）
で
あ
り
、
本
来
一

揃
い
の
も
の
で
あ
る
。
第
２
冊
後
表
紙
見
返
に「
わ
き
が
一
代
根
切
薬
」

「
法 本

朔
日
丸
」
等
と
記
し
た
広
告
の
小
紙
片
（16.9

×12.0

㎝
）
が
貼
付

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
左
端
に
「
万
屋
千
蔵
」
と
あ
る
。
目
録
の
「
万
屋

刊
」
は
こ
れ
に
よ
る
が
、
刊
記
で
は
な
い
。
内
閣
文
庫
本
等
と
同
じ
、

後
序
を
巻
末
に
置
く
無
刊
記
本
で
あ
る
。
蔵
印「
弘
道
／
館
蔵
／
書
印
」

（
藩
校
）、「
生
涯
画
筆
／
兼
詩
筆
」（
朱
陰
刻5.8

×2.8

㎝
）。
他
に
「
中

山
堂
」「
所 本

三
又
」
等
の
黒
小
印
も
あ
り
。「
生
涯
画
筆
／
兼
詩
筆
」
印

に
つ
き
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
検
索

す
る
と
「
蔵
書
印
主 

董
可
亭
」
を
見
い
だ
せ
る
。
董
可
亭
は
「
和
歌
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山
県
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」（「
桑
山
玉
洲
の
ア
ト
リ
エ
」
展
の
コ
ラ
ム

11
回
目
。
学
芸
員　

安
永
拓
世
）

http://kenpakunew
s.blog120.fc2.com

/blog-entry-600.htm
l

に
よ
れ
ば
、
日
本
に
来
舶
し
た
中
国
人
画
家
の
よ
う
で
あ
る
。
生
没
年

は
未
詳
で
あ
る
が
、
紀
州
の
文
人
画
家
・
桑
山
玉
洲
（1746

〜1799

）

の
集
め
た
書
画
の
中
に
そ
の
作
が
あ
る
由
。
ち
な
み
に
、山
本
秀
麿「
三

両
吟
社
と
児
玉
果
亭
―
南
宗
画
に
お
け
る
詩
画
一
致
―
」（
上
田
女
子

短
期
大
学
紀
要
20
、1997/3
）
に
よ
れ
ば
、「
明
治
時
代
に
お
け
る
、

長
野
県
を
代
表
す
る
南
画
家
」
児
玉
果
亭
（1841-1913

）
も
「
生
涯

画
／
筆
兼
／
詩
筆
」（
山
本
論
文
35
頁
に
陰
影
掲
出
）
の
印
章
を
用
い

て
い
た
。
児
玉
果
亭
の
印
章
も
鍋
島
家
文
庫
蔵
『
太
平
記
綱
目
』
の
蔵

書
印
（
印
主
不
明
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
董
可
亭
の
印
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

第
１
帙
《
９
冊
》

第
１
冊
：
凡
例
・
総
目
・
剣
巻
、
第
２
冊
：
序
（
村
田
通
信
）・
巻
一
、

第
３
冊
：
巻
一
附
翼
上
（
君
臣
編
上
）、
第
４
冊
：
巻
一
附
翼
中
（
君

臣
編
下
）、
第
５
冊
：
巻
一
附
翼
下
（
冠
服
編
・
邦
域
編
）、
第
６
冊
：

巻
二
、
第
７
冊
：
巻
三
、
第
８
冊
：
巻
四
、
第
９
冊
：
巻
五
、

第
２
帙
《
８
冊
》

第
10
冊
：
巻
六
、
第
11
冊
：
巻
七
、
第
12
冊
：
巻
八
奇
、
第
13
冊
：

巻
八
正
、
第
14
冊
：
巻
九
、
第
15
冊
：
巻
一
〇
本
、
第
16
冊
：
巻

一
〇
末
、
第
17
冊
：
巻
一
一
◆
、
第
18
冊
：
巻
一
二
首

第
３
帙
《
８
冊
》

第
19
冊
：
巻
一
二
尾
、
第
20
冊
：
巻
一
三
、
第
21
冊
：
巻
一
三
附
翼

（
遺
諫
篇
）◆
、
第
22
冊
：
巻
一
四
陰
、
第
23
冊
：
巻
一
四
陽
、
第
24

冊
：
巻
一
五
乾
、
第
25
冊
：
巻
一
五
坤
、
第
26
冊
：
巻
一
六
前
、
第

27
冊
：
巻
一
六
後

第
４
帙
《
６
冊
》

第
28
冊
：
巻
一
六
附
翼
（
南
木
家
訓
）、
第
29
冊
：
巻
一
七
剛
、
第

30
冊
：
巻
一
七
柔
、
第
31
冊
：
巻
一
八
屈
、
第
32
冊
：
巻
一
八
伸
、

第
33
冊
：
巻
一
九
、
第
34
冊
：
巻
二
〇
、
第
35
冊
：
巻
二
一
否
、
第

36
冊
：
巻
二
一
泰
、
第
37
冊
：
巻
二
二
、
第
38
冊
：
巻
二
三
、
第
39

冊
：
巻
二
四
宇
、
第
40
冊
：
巻
二
四
宙
、
第
41
冊
：
巻
二
五
、
第
42

冊
：
巻
二
六
天
、
第
43
冊
：
巻
二
六
地
、
第
44
冊
：
巻
二
七
、
第
45

冊
：
巻
二
八
、
第
46
冊
：
巻
二
九
、
第
47
冊
：
巻
三
〇
、
第
48
冊
：

巻
三
一
、
第
49
冊
：
巻
三
二
、
第
50
冊
：
巻
三
三
上

第
５
帙
《
４
冊
》

第
51
冊
：
巻
三
三
下
、
第
52
冊
：
巻
三
四
、
第
53
冊
：
巻
三
五
雌
、

第
54
冊
：
巻
三
五
雄
、
第
55
冊
：
巻
三
六
、
第
56
冊
：
巻
三
七
、
第

57
冊
：
巻
三
八
、
第
58
冊
：
巻
三
九
呂
、
第
59
冊
：
巻
三
九
律
、
第

60
冊
：
巻
四
〇
・
後
序
（
原
友
軒
）

　

◇
忠
義
士
抜
書
（
八
三
四
頁
新
規
追
加
）

Ⅱ
太
平
記
評
判
書
を
用
い
た
編
著
「
１
、
太
平
記
全
般
に
関
わ
る
も

の　

付
１
、
編
著
の
一
部
に
太
平
記
・
理
尽
鈔
を
利
用
し
た
も
の
」
に

以
下
を
追
記
す
る
。
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本
書
（
以
下
『
抜
書
』）
は
、堀
田
正
信
編
著
、寛
文
三
（
一
六
六
三
）

成
、天
和
三
（
一
六
八
三
）
刊
。
六
巻
六
冊
。
菊
水
文
庫
第
五
五
七
号
。

「
享
保
四
年
己
亥
年
正
月
大
吉
祥
日
／
洛
陽 

書
林 

林
五
郎
兵
衛
版
」

の
刊
記
の
あ
る
『
武
家
忠
臣
記
』
は
、
外
題
の
他
、
序
題
・
目
録
題
・

内
題
を「
武
家
忠
臣
記
」と
改
刻
し
た
改
題
本（
板
木
は
同
じ
）。
巻
二
・

三
・
五
・
六
を
本
末
に
分
冊
、
六
巻
一
〇
冊
（
披
見
し
た
刈
谷
市
中
央
図

書
館
村
上
文
庫
本
は
第
三
末
、
第
六
本
を
欠
く
）。
菊
水
文
庫
本
巻
五
・

六
に
あ
る
尾
題
を
村
上
文
庫
本
は
削
除
し
て
い
る
。
菊
水
文
庫
本
第
一

冊
に
二
つ
あ
る
序
の
う
ち
巻
頭
の
序
（
末
尾
は
「
天
和
二
戊
孟
冬
仲
浣

／
前
正
法
黄
龍
山
主
南
頂
目
書
」）
も
村
上
文
庫
本
に
は
無
い
。

本
書
の
存
在
は
寺
澤
氏
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
全
般
的
な
問
題
に
つ

い
て
は
寺
澤
氏
が
考
究
予
定
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
理
尽
鈔
と
の
関
わ

り
に
絞
る
が
、
佐
倉
藩
主
で
あ
っ
た
堀
田
正
信
は
、『
南
木
記
』（
佐
倉

高
校
鹿
山
文
庫
蔵
、
写
本
一
〇
巻
一
〇
冊
。
拙
著
八
二
六
頁
）
の
編
纂

を
命
じ
た
堀
田
正
虎
の
伯
父
に
あ
た
る
こ
と
の
み
付
言
し
て
お
く
。
巻

三
「
楠
正
成
」
以
下
、
巻
五
「
菊
池
入
道
寂
阿
。
同
肥
後
守
武
重
并
武

光
」
ま
で
の
人
物
評
伝
（
巻
三
９
項
、
巻
四
18
項
、
巻
五
２
項
）
に
太

平
記
・
理
尽
鈔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
単
純
な
抜
書
で
は
な
い
。
正
成

を
例
に
示
す
。
元
亨
二
年
の
討
幕
計
画
に
始
ま
り
、
正
成
の
召
し
出
し

（
夢
想
に
は
触
れ
な
い
）、
赤
坂
城
合
戦
、
金
剛
山
籠
城
（
理
尽
鈔
を
主

に
詳
述
）、
兵
庫
下
向
命
令
に
対
す
る
正
成
の
奏
上
（
太
平
記
巻

一
六
）、
坊
門
清
忠
糾
問
、
正
行
へ
の
庭
訓
、
恩
地
ら
へ
の
指
令
、
湊

川
討
死
、
家
臣
育
成
の
様
々
な
手
法
（
理
尽
鈔
巻
二
三
15
オ
等
含
む
）

と
い
っ
た
事
項
を
、
１
オ
（
半
葉
一
二
行
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
）
か
ら

11
ウ
ま
で
に
要
領
よ
く
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
正
成
記
事
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

終ツ
イ
ニ建

武
三
年
五
月
廿
五
日
、
於

テ二
兵
庫
湊
河
一

陥
ニ
ヲ
ト
シレ

命メ
イ
ヲタ

リ
。
于ニ
レ

時
三
十
五
。
正
季
廿
五
。

理
尽
鈔
は
正
成
と
と
も
に
討
死
し
た
弟
を
「
正
氏
」
と
す
る
が
、
本

書
は
太
平
記
に
従
い
「
正
季
」
と
す
る
。
同
様
に
「
今
年
、
正
成

四
十
三
歳
、
正
氏
卅
二
歳
也
」（
巻
一
六
84
ウ
）
と
い
う
享
年
も
採
用

し
な
い
。
本
書
は
理
尽
鈔
を
大
幅
に
摂
取
し
て
い
る
が
、
太
平
記
の
記

述
を
優
先
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
太
平
記
は
正
成
・
正
季

の
享
年
を
記
し
て
い
な
い
。
貝
原
益
軒
の
『
和
漢
名
数
』（
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
刊
）
に
「
楠
正
成
〈
四
十
二
。
一
説

ニ
三
十
五
〉」
と
あ

る
が
、
同
書
に
正
季
の
記
載
は
な
い
。『
抜
書
』
は
跋
文
に
よ
れ
ば
、

寛
文
三
年
に
成
っ
て
い
る
が
、
刊
行
は
『
和
漢
名
数
』
よ
り
降
る
。
両

者
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
別
に
「
三
十
五
」
と
す
る
資
料
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、『
抜
書
』
は
学
術
的
な
考
証
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

楠
正
成
に
続
く
「
楠
正
行
」
の
冒
頭
部
分
に
「
康
永
二
年
、
家
子
郎

従
ヲ
集
メ
申
ケ
ル
ハ
」
と
あ
る
。
こ
の
年
号
記
載
は
、
正
成
討
死
の
建

武
三
年
に
一
一
歳
（
太
平
記
巻
一
六
・
一
五
一
頁
。
理
尽
鈔
巻
一
六
48

オ
）、挙
兵
の
意
志
を
配
下
に
告
げ
た
記
事
に
「
正
行
其
比
十
八
歳
」（
理

尽
鈔
二
五
19
ウ
）
と
あ
り
、
康
永
二
年
に
あ
た
る
、
と
計
算
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
藤
房
」
記
事
（
こ
の
記
事
の
典
拠
は
太
平
記
）
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の
末
尾
に
「
建
武
二
年
三
月
十
二
日
遁
世
。
時

ニ三
十
八
」
と
あ
る
。『
公

卿
補
任
』
は
「（
建
武
元
年
）
十
月
五
日
出
家
三
十
九
」
と
す
る
が
、

太
平
記
は
、
藤
房
が
中
先
代
の
乱
（
建
武
二
年
七
月
）
の
記
事
に
先
立

つ
「
三
月
十
一
日
」（
巻
一
三
・
一
八
頁
）
の
八
幡
行
幸
に
供
奉
し
た
後
、

遁
世
し
た
と
記
し
、
そ
れ
を
「
齢
未
四
十
ニ
不
足
人
ノ
」（
同
）
と
評

し
て
い
る
。『
抜
書
』
の
「
三
十
八
」
は
傍
線
部
を
具
体
的
な
年
齢
表

示
に
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

正
成
の
享
年
「
三
十
五
」
も
、特
別
な
資
料
に
拠
っ
た
の
で
は
な
く
、

長
男
正
行
一
一
歳
と
の
年
齢
差
か
ら
案
出
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正
季
「
廿
五
」
歳
は
、
理
尽
鈔
の
正
成
・
正
氏
の

年
齢
差
に
準
じ
て
、
一
〇
歳
年
下
と
し
た
も
の
か
。

　

◇
楠
一
代
忠
壮
軍
記
（
八
三
七
頁
）

本
書
に
つ
き
、【
菊
水
文
庫
「
楠
公
誠
忠
画
伝
」
は
、書
き
題
簽
に
「
共

五
」
と
あ
る
が
存
一
冊
で
あ
り
、
本
書
の
第
一
冊
に
相
当
す
る
。
菊
水

文
庫
目
録
一
五
頁
に
は
「
楠
公
誠
忠
画
伝
４
巻
４
冊
（
巻
一
欠
）
十
返

舎
一
九
作
、
勝
川
春
亭
画
（
江
戸
）」
と
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
夏
調

査
時
に
は
所
在
不
明
。】
と
記
し
た
が
、
下
記
の
よ
う
に
補
訂
す
る
。

菊
水
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
：
幼120-107

）
は
表
紙
中
央
に
「
勝

川
春
亭
画　

十
返
舎
一
九
﹇
﹈
／
楠
公
誠
忠
画
伝　

共
五
」
と
書
き
題

簽
が
あ
る
が
存
一
冊
で
あ
り
、本
来「
楠
公
誠
忠
画
伝　

巻
二
１
冊
」（
請

求
番
号
：（213

）173

）、「
楠
公
誠
忠
画
伝　

巻
三
〜
五
３
冊
」（
請
求

記
号
：
幼156-92

）
と
一
具
の
も
の
で
あ
る
。

　

◇
絵
本
楠
一
代
記
（
八
三
九
頁
）

拙
著
の
記
述
は
東
大
総
合
図
書
館
蔵
本
に
よ
っ
た
が
、
新
た
に
披
見

し
た
菊
水
文
庫
第
四
一
〇
号
（
上
冊
）・
五
四
二
号
（
下
冊
）
は
東
大

本
の
後
印
。
東
大
本
の
表
紙
下
部
に
は
「
丑
ノ
春
新
板
／
佐
野
屋
版
」

と
あ
る
が
、本
書
は
傍
線
部
を
欠
く
。
東
大
本
に
「
烏
有
散
人
作　
〈
天

保
辛
丑
新
鐫
／
鶴
喜
原
版
〉
／
絵え

ほ
ん
く
す
の
き
い
ち
だ
い
き

本
楠
一
代
記
／
歌
川
国
芳
画　
〈
芝

神
明
前
／
喜
鶴
堂
蔵
〉」
と
あ
る
見
返
お
よ
び
「
天
保
十
二
年
辛
丑
孟

春
新
版
目
録
」
を
載
せ
る
後
表
紙
見
返
の
い
ず
れ
も
本
書
は
白
紙
。
壱

丁
表
の
序
文
「
天
保
辛
丑
春　

烏
有
散
人
述
」
の
傍
線
部
を
も
欠
く
。

　

◇
楠
子
小
伝
（
八
七
六
頁
新
規
追
加
）

愛
知
教
育
大
学
蔵
写
本
。
薄
縹
色
無
地
表
紙
袋
綴
一
冊
。
中
央
に「
楠

子
小
伝　

全
」
と
朱
筆
打
付
け
書
き
。
内
題
「
楠
子
小
伝
」。
奥
書
「
寛

延
己
巳
二
年
八
月
十
三
日
繕
書
之
畢
／
一
柳
軒
還
春
」。

※
内
容
：『
楠
氏
二
先
生
全
書
』
第
一
巻
に
載
せ
る
「
二
先
生
小
伝
」

お
よ
び
正
成
賛
、
正
行
賛
。『
太
平
記
』
巻
一
六
「
正
成
兄
弟
討

死
事
」、『
太
平
記
大
全
』
巻
一
六
、『
本
朝
歴
史
略
』
巻
四
19
ウ

〜
22
オ
、
広
厳
宝
勝
禅
寺
略
縁
起
、
正
成
手
跡
之
写
、
水
戸
光
圀

の
広
厳
前
住
千
厳
宛
書
簡
の
写
、
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
図
・
碑
背

文
、
三
楠
実
録
所
収
正
成
・
正
行
・
正
儀
賛
、
太
平
記
綱
目
巻

四
九
（
太
平
記
巻
三
二
。
正
儀
関
係
記
述
）
等
を
収
載
。
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◇
太
平
記
恩
地
陰
之
巻
（
九
〇
一
頁
）

菊
水
文
庫
本
二
部
を
新
た
に
披
見
し
た
。
と
も
に
万
治
元
年
・
松
長

伊
右
衛
門
尉
開
板
。第
九
三
号
は
縹
色
地
卍
繋
に
草
花
唐
草
艶
出
表
紙
、

上
冊
の
題
簽
は
新
補
で
あ
る
が
、
中
・
下
冊
は
原
題
簽
（
恩
地
陰
之
巻
）

を
留
め
る
。
同
五
四
八
号
は
、
各
冊
表
紙
を
楮
紙
で
包
ん
で
改
装
。

　

◇
楠
流
軍
練
書
（
九
〇
三
頁
新
規
追
加
）

菊
水
文
庫
第
五
五
〇
号
。
楮
紙
紙
縒
り
綴
写
本
一
冊
。
本
文
共
紙
表

紙28.3

×20.2

㎝
。「
楠
流
軍
練
書
」
と
打
付
書
。
半
葉
一
二
行
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
。
字
面
高22.5

㎝
。
墨
付
き
三
三
丁
。
虫
損
が
進
み
読

み
づ
ら
い
箇
所
多
し
。

内
容
：
大
勇
伝
授
之
巻
上
、
大
勇
伝
授
之
巻
下
。
こ
れ
に
続
け
て
左
の

奥
書
あ
り
（
訓
点
は
今
井
）。

往
昔
兵
家
之
書
、
不
レ
知
二
其
幾
許
一
、
更
巻
而
難
二
懐
中
一
矣
。
今

此
短
軸
雖
レ
不
レ
足
二
武
備
一
、
知
レ
神
、
知
レ
命
而
、
忠
義
之
死
生
、

大
勇
之
心
法
、武
道
之
開
悟
也
。慎
而
得
二
伝
授
一
而
可
二
自
得
一
也
。

勇
将
之
服
心
也
。　

和
田
正
通
在
判

和
田
雪
斎
正
通
者
我
旧
識
也
。
京
都
之
乱
蒙
レ
疵
而
苦
二
歩
行
一
、

漸
登
二
当
山
一
宿
二
我
坊
一
。
其
勇
猛
而
武
事
之
達
者
也
。
此
一
巻

之
小
軸
秘
縕
久
矣
。
或
時
雪
斎
語
レ
予
曰
「
老
衰
如
斯
今
也
、

可
レ
伝
レ
之
。
無
二
親
戚
一
既
是
雖
レ
非
二
僧
家
之
具
一
、
伝
二
授
之
一
。

正
是
武
将
之
開
悟
、
大
勇
之
密
書
也
。
可
秘
々
々
。」
此
故
予
亦

不
レ
抛
二
擲
之
一
、
慎
而
密
レ
之
、
俟
二
勇
将
之
需
一
而
已
。

天
正
八
年
八
月
日　

根
来
山
専
式
坊

丁
を
改
め
て
、
一
和
巻
、
御
大
将
誓
約
、
諸
将
誓
約
、
横
目
誓
約
、

使
武
者
誓
約
、
討
戦
之
巻
と
続
く
。

丁
を
改
め
て
、
正
成
の
「
夢
ハ
妄
想
ナ
リ
。
…
」
と
い
う
教
訓
が
半

丁
あ
り
、
ま
た
丁
を
改
め
て
抜
城
巻
、
さ
ら
に
守
城
巻
が
続
く
。
守
城

巻
の
末
尾
に
は
、
正
成
が
千
破
剣
城
で
虹
を
見
て
、
こ
れ
は
敵
の
悪
気

だ
、
と
兵
を
勇
め
、
尾
張
守
の
備
を
夜
討
し
た
、
と
の
記
事
あ
り
。

最
後
は
夜
軍
夜
討
巻
。
こ
こ
に
は
奥
書
等
な
し
。

　

◇
楠
流
秘
極
教
戦
記
（
九
〇
三
頁
新
規
追
加
）

楮
紙
袋
綴
写
本
二
冊
。
上
：
菊
水
文
庫
第
七
六
号
、
下
：
同
三
五
号
。

縹
色
地
雷
文
繋
に
蓮
花
艶
出
、
そ
の
上
に
金
泥
で
霞
・
草
模
様
を
描
く
。

21.2

×15.0

㎝
。
金
泥
霞
・
草
花
模
様
の
あ
る
題
簽
に「
教
戦
記
上（
下
）」

と
墨
書
。
見
返
し
共
紙
。
漢
文
体
半
葉
一
一
行
。
字
面
高17.0

㎝
。
一

部
に
朱
の
訓
点
・
符
号
等
あ
り
。
上
冊
奥
書
「
寛
文
二
年
卯 癸

／
臘
月
吉

日　

金
光
主
水
正
友
成
﹇
花
押
の
上
に
「
寶
」
字
を
二
重
丸
で
囲
っ
た

朱
印
あ
り
﹈
／
佐
竹
河
内
守
殿 

進
献
」、
下
冊
奥
書
「
寛
文
三
辰 甲

／
三

月
吉
日　

金
光
主
水
正
友
成﹇（
上
冊
に
同
）﹈／
佐
竹
河
内（

マ
マ
）殿 

進
献
」。

内
題
「
楠
流
秘
極
教
戦
記
」。
上
冊
は
軍
行
之
弁
、川
軍
弁
、剛
屋
作
法
、

夜
討
内
試
、
陰
撃
拒
法
、
下
冊
は
殿
之
弁
、
囲
城
弁
、
守
凸
、
武
田
信

玄
流
要
略
（
攻
兇
凹
戊
箇
条
、
丙
合
戦
事
）。『
増
補
大
改
訂　

武
芸
流

派
大
事
典
』
八
九
三
頁
、
加
賀
を
中
心
と
し
た
陽
翁
流
と
は
「
別
系
」

の
「
陽
翁
伝
楠
流
」
の
項
に
、
金
光
主
水
友
成
が
明
暦
二
年
五
月
、
佐
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竹
義
隆
に
つ
か
え
、
秋
田
に
お
け
る
楠
流
軍
学
の
初
代
と
な
っ
た
旨
、

記
述
が
あ
る
。
寛
文
三
年
は
義
隆
の
在
位
中
で
あ
る
が
、「
河
内
守
」

は
存
疑
。
傍
線
の
よ
う
に
、
武
田
流
信
玄
流
を
交
え
る
な
ど
、
流
派
の

特
性
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

　

◇
楠
公
百
首
軍
歌
（
九
〇
四
頁
）

三
椏
紙
袋
綴
写
本
、
一
〇
巻
二
冊
。
菊
水
文
庫
第
二
九
九
号
。
藍
色

地
菊
唐
草
模
様
表
紙27.0
×19.0

㎝
。
金
箔
散
ら
し
題
簽
に
「
楠
公

百
首
軍
歌　

上
（
下
）」
と
墨
書
。
内
題
「
楠
公
百
首
軍
歌
」。
本
文
四

周
に
筆
記
に
よ
る
匡
郭
あ
り
。
近
代
の
写
本
か
。
八
行
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
。

印
記
は
『
湊
川
物
語
』
と
同
様
。「
大
幼
／
楠
氏
文
庫
」「
菊
水
文
庫

／
大
阪
富
田
林
中
学
校
」「
禾
舟
／
珍
蔵
」「
大
幼
校
図
書
／
第
１
門
／

第
８
部
／
第250

番
／
楠
氏
文
庫
」。
本
書
も
川
島
右
次
の
旧
蔵
書
。

建
武
元
年
、
名
和
長
俊
に
指
南
を
請
わ
れ
た
正
成
が
「
自
詠
ス
ル
所

ノ
百
首
ノ
軍
歌
ヲ
授
テ
、
一
首
一
日
ニ
講
談
」
し
た
旨
の
序
あ
り
。
巻

一
〇
巻
末
に
は
「
余
所
得
之
本
、
存
九
十
八
首
而
闕
二
首
」
云
々
と
い

う
奥
書
（
署
名
、
年
号
な
ど
無
し
）
が
あ
る
が
、
巻
五
と
巻
一
〇
は
八

首
で
あ
り
、
存
九
六
首
。
正
成
の
講
評
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
本
書
の
注

解
は
跋
文
の
主
が
古
人
の
言
を
参
酌
し
て
成
し
た
も
の
と
い
う
。

特
徴
的
と
思
わ
れ
る
軍
歌
数
首
を
例
示
す
る
（
注
解
は
略
す
）。

１
武
ノ
道
ヲ
何
ト
立
ル
ト
人
云
バ
仁
義
ヲ
以
本
体
ト
社こ

そ

ス
レ

２
文
ト
武
ト
分
ラ
ヌ
ヲ
社
道
ト
聞
学
ビ
ヤ
ウ
ニ
テ
邪
道
ト
ゾ
成

23
太
公
ノ
十
四
ノ
変
ハ
誰
モ
知
ル
時
ニ
ア
タ
リ
テ
変
ノ
変
ナ
リ

26
正
兵
ト
奇
兵
ノ
分
ヲ
能
知
リ
テ
下
知
ヲ
ナ
ス
コ
ソ
明
将
ノ
業

36
山
上
ヤ
ハ
ヤ
シ
沼
沢
難
所
ヲ
バ
鳥
雲
ノ
陣
ヲ
備
ヘ
テ
ゾ
ヨ
シ

65
慢
心
ト
無
礼
ヲ
ゴ
リ
ニ
侫
奸
ハ
臆
病
者
ト
カ
ネ
テ
知
ル
ベ
シ

※
68
・
69
・
70
・
71
も
侫
人
を
問
題
と
し
て
い
る
。

81
毎い

つ
と
て
も迚

モ
忘
レ
マ
ジ
キ
ハ
君
ノ
恩
サ
テ
ハ
後
ノ
名
天
ニ
ア
ル
運

付
記　

二
〇
一
四
年
八
月
、
大
阪
府
立
富
田
林
高
校
常
勤
講
師
の

寺
沢
光
世
氏
か
ら
、同
校
同
窓
会
蔵
菊
水
文
庫
の
整
理
が
進
み
、

今
井
が
二
〇
一
〇
年
に
未
確
認
と
し
た
図
書
も
披
見
可
能
に

な
っ
た
旨
、
連
絡
い
た
だ
い
た
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
再
訪

を
果
た
し
、
続
い
て
、
九
州
大
学
、
山
口
大
学
、
佐
賀
県
立
図

書
館
を
訪
れ
た
。

　

寺
沢
光
世
氏
の
ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
資
料
の
鍋
島
家
文
庫
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
に
原
本
閲
覧
調
査

を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
立
図
書
館
蓮
池
鍋
島
家
文
庫
蔵
の
写
本
に
つ
い
て

は
、「
佐
賀
の
楠
流
―
堀
江
甚
三
郎
重
治
と
南
木
流
兵
書
―
」（
日

本
文
化
論
叢
24
、
二
〇
一
六
・
三
）
に
ま
と
め
た
。

　

な
お
、拙
著
に
架
蔵
本
と
記
し
た
図
書（
破
損
の
進
ん
だ
ボ
ー
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ル
表
紙
本
を
除
く
）
は
、
現
在
は
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館

の
所
蔵
と
な
っ
た
。

　

拙
著
：
誤
↓
正

※
他
に
も
補
訂
を
要
す
る
も
の
多
い
が
、
誤
脱
の
み
余
白
を
利
用

し
て
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
く
。

264P19L

：
版
本
の
底
本
は
Ａ
類
↓
版
本
の
底
本
は
Ｃ
類

345P7L

：
政
治
社
会
↓
政
治
思
想

371P

：『
網
目
』
↓
『
綱
目
』

524P

表
見
出
３
項
目
：
１
オ
↓
序
オ
、
同
12
・
13
項
目
：（
結
）
↓
（
終
）

678P11L

：
軍
師
し
て
↓
軍
師
と
し
て

685P

本
文2L

：
製
版
↓
整
版

730P82

項
：（
削
除
。《
61
》
に
同
じ
）

762P2L

：
富
校
菊
水
↓
富
校
菊
水
第
三
五
号

813P13L

：
第
六
部
第
一
部
↓
第
六
部
第
一
章

835P16L

：
製
版
↓
整
版

848P11L

：
巻
三
九
32
オ
↓
巻
三
七
32
オ 

書
名
索
引26P

右
列
：
楠

公
一
代
絵
巻　

672,837

↓671,837

（
い
ま
い
・
し
ょ
う
の
す
け　

本
学
特
別
教
授
）


